
１ ２はじめに

公共工事の品質を確保する上で，発注者の監督

職員が施工状況を把握することは重要です。国土

交通省では，平成１７年１月から，一部の建設現場

にモニターカメラを設置し，監督職員が行う工事

現場の施工状況の把握において，モニターカメラ

を補助的に活用する取り組みである「建設現場の

オープン化」を全国１２カ所の直轄工事において試

行的に実施しています。

本取り組みは，発注者の監督行為である工事の

施工状況の把握の充実に資するとともに，通常，

工事現場は安全管理等の理由から公共空間から遮

断されている工事現場の施工状況等の映像を必要

に応じて見学施設等において一般見学者等に公開

することにより，公共事業の説明責任の向上を図

る手段として効果が期待されます。

今般，建設現場のオープン化の試行を進め一定

期間経過したことから，本取り組みの効果や課題

を把握するため，本取り組みを実施している建設

現場の監督職員や施工業者，およびモニター映像

を公開している見学施設に訪れた市民に対してア

ンケートを実施し，その結果を中間的にとりまと

めましたのでご報告致します。

建設現場のオープン化の効果
（アンケート結果）

! 監督職員や施工業者へのアンケート結果

現場のオープン化を試行的に実施している全国

１２カ所の直轄工事のうち，モニターカメラを設置

し，一定期間経過した８カ所の工事（表―１）を

対象とし，建設監督職員や施工業者に対してアン

ケートを実施しました。

アンケートの結果（表―２）建設現場のオープ

ン化の取り組み効果として，「現場の状況把握な

ど監督業務の補助的な手段として有効（監督職

員）」のほか，「一般の見学者が，立ち入り困難な

現場に行かなくても，建設現場の施工状況が分か

り効果的である（監督職員）」など，本取り組み

の目標である監督業務の補助手段や市民への説明

責任の手段として一定の効果が認められることが

分かりました（表―２参照）。また，「見られてい

るという緊張感から，工事現場内の整理整頓に一

層努めるようになった（施工業者）」など副次的

な効果も期待できることが分かりました。

一方，今後の検討課題としては，モニターカメ

ラの特性を踏まえ，監督の補助手段としてより効

果的に活用していくため，事務所等から離れた遠

隔地の建設現場に設置するなどの対象工事の考え

方や現場内におけるモニターカメラの設置場所の
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表―２ 建設現場のオープン化アンケート結果のまとめ

オープン化の目標 期待される効果 アンケート結果（総括） 今後の検討課題

監督業務の補助 工事施工状況の把握
への活用など監督業
務の補助的効果

・現場に行かなくても現場の工程や工事
の段階が把握できる（監督職員）
・現場へ行くタイミングを映像を見た上
で，的確に決定することができる（監
督職員）

・監督の補助的手段として導入す
る条件（対象工事，モニターカ
メラの設置場所等）の整理が必
要

説明責任（アカウ
ンタビリティ）の
向上

事業に対する理解の
向上

・事業説明の一つのツールとしての活用
が可能（監督職員）
・見学者に対して，立ち入り困難な現場
の状況等が現場に行かなくとも分かり
効果的（監督職員）

・公開に当たり，工事関係者以外
の一般の方がカメラに映ること
への配慮が必要

その他 その他副次的な効果 ・見られているというある種の緊張感か
ら，作業員が現場の整理整頓やルール
遵守等について，一層気を付け作業を
行った（施工業者）
・作業員の品質や安全確保への意欲向上
につながる（施工業者）

・見られているというある種の緊
張感がもたらす効果について
は，持続的に効果が発揮される
かどうか，継続的に検証してい
く必要あり

表―１ 建設現場のオープン化試行対象工事

工事名 地整（事務所）名 工事場所 アンケート実施＊

森吉山ダム本体建設第１工事
（第１期）

東北地方整備局
森吉山ダム工事事務所

秋田県北秋田郡森吉町 ○

森吉山ダム本体建設第２工事
（第１期）

東北地方整備局
森吉山ダム工事事務所

秋田県北秋田郡森吉町 ○

矢切函渠その２工事
関東地方整備局
首都国道事務所

千葉県松戸市 ○

金沢共同溝発進立坑工事
関東地方整備局
横浜国道事務所

神奈川県横浜市磯子区 ○

横川ダム本体建設!期工事
北陸地方整備局
横川ダム工事事務所

山形県西置賜郡小国町 ○

美和ダム再開発分派堰工事
中部地方整備局
三峰川総合開発工事事務所

長野県長谷村 ○

白屋地区
地すべり対策工事 他

近畿地方整備局
紀の川ダム統合管理事務所

奈良県吉野郡川上村

射場山堰堤工事
近畿地方整備局
六甲砂防事務所

兵庫県神戸市北区

大井谷掘削他工事
中国地方整備局
出雲河川事務所

島根県出雲市

東広島・呉道路
下三永トンネル工事

中国地方整備局
広島国道事務所

広島県東広島市

国道３３号砥部道路
拾町交差点改良事業

四国地方整備局
松山河川国道事務所

愛媛県砥部町 ○

熊本２０８号新玉名大橋下部工（P５）
工事

九州地方整備局
熊本河川国道事務所

熊本県玉名市 ○

＊モニターカメラを設置してから一定期間経過した試行工事のみアンケートを実施（監督職員・施工業者を対象）。
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・工事内容が分かりやすい。�
・良い試みだと思います。今後もいろいろな試みをしてほしい。�
・工事の進捗状況も分かるし，工事に携わる人の意識も良い意味で変わる�
　と思う。�
・他の現場も行ってほしい（全国11カ所は少ないので地方公共団体でも行�
　ってほしい）。�
・現場の声も聞こえるといいと思う。�
・カメラを可動式にして，前後ズーム機能などの操作ができると良い。�
・インターネットで見られるようにしてほしい。�
・施工の各段階を見たい。�
・画面上で工程が分かると良い。�

91％�

０％�
９％�

図―１�

良い�

Q１　建設現場のオープン化の取り組みについてどう思いますか�

Q２　「良い」とお答えした方に具体的にどの様なところが良かったと思い�
　　　ましたか。（複数回答）�

Q３　その他，ご意見がございましたらお書き下さい。�

悪いまたは必要ない�
どちらとも言えない�

29％�

18％�27％�

26％�

現場に直接行かなくても工�
事内容が分かった�
公共工事への関心を持った�
品質管理の向上につながる�
安全管理向上につながる�

回答数：95名�

回答数：95名�

３

条件整理が必要であることが分かり

ました。

! 市民へのアンケート結果

建設現場に設置したモニターカメ

ラの映像を一般市民に公開している

見学施設において，モニター映像を

見た市民を対象にアンケートを実施

しました。「建設現場のオープン化

の取り組みについてどう思うか。」

の問いについては，９割以上の見学

者が「良い」と回答しており，その

理由として「現場に行かなくても工

事内容が分かった（２９％）」「公共工

事へ関心を持った（１８％）」が挙げ

られるなど，公共工事の説明責任の

向上を図る手段として，一定の効果

が期待できることが分かりました。

また市民から「カメラを可動式にし

て前後ズーム機能などの操作ができ

ると良い」「施工の各段階を見たい」

等の意見がありました（図―１）。

おわりに

今回のアンケート結果では，現場

のオープン化の目標である「工事施工状況の把握

への活用など監督業務の補助的効果」や「事業に

対する理解の向上が図られる」について一定の効

果があることが分かりました。今後は，引き続き

他の工事についてもアンケートを行うなど，本取

り組みの効果や課題を把握・分析することによ

り，建設現場のオープン化の本格実施に向け，実

施手法等を検討して参ります。

写真―２ モニターから見た建設現場の映像写真―１ 建設現場のモニター映像を市民へ公開
（外かんインフォメーションセンターのモニター矢
切（関東地方整備局 首都国道事務所））
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